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は
じ
め
に

　

本
書
の
書
評
の
前
に
、
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
、中
国
現
代
文
学
の「
散
文
」と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
で
あ
る
。

本
書
の
「
は
じ
め
に
」
に
も
記
す
よ
う
に
、「
散
文
」
は
定
義
が
難
し
い
。

あ
え
て
言
え
ば
、
詩
・
小
説
・
戯
曲
以
外
の
文
学
作
品
の
全
て
を
含
む
。

短
い
「
小
品
文
」
も
、
長
大
な
論
説
文
も
、
遊
記
も
日
記
も
伝
記
も
書

簡
も
、
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
言
え
ば
、
す
べ
て
「
散
文
」
に
属
す
る
。
本
書

の
収
め
る
「
散
文
」
の
ス
タ
イ
ル
も
極
め
て
多
様
だ
。
そ
こ
で
と
り
あ

え
ず
本
稿
も
「
散
文
」
の
語
を
そ
の
ま
ま
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

も
う
一
つ
承
知
し
て
お
く
べ
き
は
、
中
国
の
知
識
人
に
と
っ
て
散
文

を
書
く
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
知
識
人
の
証
し
の
よ
う
な
も
の
で
、
今

日
で
も
、
中
国
や
台
湾
で
大
学
教
授
が
詩
を
書
い
た
り
散
文
を
書
い
た

り
、
あ
ま
つ
さ
え
そ
れ
を
出
版
し
た
り
す
る
の
は
、
決
し
て
珍
し
い
こ

民
国
期
文
学
者
た
ち
の
真
骨
頂
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と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
、
本
書
の
作
家
・
作
品

　

で
は
、
本
書
の
収
め
る
三
一
名
の
作
家
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
本
書

収
録
の
散
文
と
同
時
期
の
作
品
を
収
め
る
代
表
的
な
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と

比
較
し
て
み
よ
う
。
比
較
の
対
象
は
、
民
国
期
を
ほ
ぼ
一
〇
年
ご
と
に

区
分
し
た
以
下
の
三
種
の
大
系
で
あ
る
。

　

Ａ
：	『
中
国
新
文
学
大
系
』
散
文
一
集
・
二
集
、
良
友
図
書
公
司
、

一
九
三
五
年
。

　

Ｂ
：	『
中
国
新
文
学
大
系
（
一
九
二
七
―
一
九
三
七
）』
散
文
一
集
・
二

集
、
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。

　

Ｃ
：	『
中
国
新
文
学
大
系
（
一
九
三
七
―
一
九
四
九
）』
散
文
一
集
・
二

集
、
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。

　

本
書
の
三
一
名
の
作
家
は
、
費
孝
通
と
朱
光
潜
を
除
く
、
二
九
名
の

中
国
一
九
三
〇
年
代
文
学
研
究
会
編

中
国
現
代
散
文
傑
作
選1920-1940

戦
争
・
革
命
の
時
代
と
民
衆
の
姿
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作
家
が
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
い
ず
れ
か
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

本
書
に
は
、
民
国
時
期
を
代
表
す
る
散
文
作
家
が
し
っ
か
り
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、
あ
え
て
費
孝
通
と
朱
光
潜
を
選
ん
だ
炯
眼

に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
費
孝
通
は
社
会
学
者
で
、
そ
の
文
章

が
文
学
選
集
に
採
録
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
し
か
も
一
読
、
そ
の

見
事
な
行
論
に
は
目
を
見
張
る
。
本
書
の
手
柄
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
こ
れ
は
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
宿
命
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
取

り
残
し
た
作
家
が
出
る
。
筆
者
が
寂
し
く
思
っ
た
の
は
、
梁
遇
春
、
許

地
山
、
張
愛
玲
の
名
前
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
収
録
作
品
を
見
る
。
作
品
は
一
名
一
作
に
絞
り
、
三
一
名
三
一

作
、
そ
の
多
く
が
本
邦
初
訳
で
あ
る
。
そ
の
三
一
作
の
う
ち
四
割
強
の

一
三
作
が
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
い
ず
れ
か
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

た
本
書
の
採
録
水
準
の
確
か
さ
を
物
語
る
。

　

大
系
は
、
Ａ
が
一
〇
巻
、
Ｂ
・
Ｃ
が
二
〇
巻
で
あ
る
が
、
散
文
巻
の

巻
数
は
い
ず
れ
も
二
巻
で
あ
る
。
事
実
上
、
散
文
は
、
Ｂ
・
Ｃ
で
は
、

Ａ
よ
り
そ
の
価
値
が
半
減
さ
せ
ら
れ
て
い
る
（
無
論
、
巻
立
て
に
変
化
は

あ
る
）。
し
か
し
、
本
書
三
一
作
の
執
筆
・
出
版
時
期
を
、
大
系
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
の
時
期
に
照
ら
し
て
整
理
す
る
と
、
Ａ
：
七
作
、
Ｂ
：
一
四
作
、
Ｃ
：

一
〇
作
と
な
る
。
本
書
で
は
、
散
文
が
成
熟
し
重
要
性
を
増
す
Ｂ
・
Ｃ

時
期
の
作
品
の
収
録
数
が
倍
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
系
以
上
に
、
散

文
選
択
の
妥
当
性
、
的
確
さ
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

二
、
本
書
の
構
成

　

本
書
の
構
成
に
移
ろ
う
。
本
書
は
Ⅰ
「
革
命
・
時
代
」、
Ⅱ
「
旅
・

異
郷
」、
Ⅲ
「
故
郷
・
民
衆
」、
Ⅳ
「
家
族
・
生
命
」
の
四
部
構
成
と
な
っ

て
い
る
（
便
宜
上
Ⅰ
～
Ⅳ
の
数
字
を
付
す
）。
こ
の
構
成
を
良
く
見
て
み
る

と
、
Ⅳ
家
族
（
血
縁
世
界
）
→
Ⅲ
故
郷
（
地
縁
世
界
）
→
Ⅱ
異
郷
（
外
部

世
界
）
→
Ⅰ
革
命
（
国
家
社
会
）
と
い
う
ふ
う
に
、
人
間
に
と
っ
て
最
も

身
近
な
家
族
か
ら
、
人
間
関
係
の
輪
が
次
第
に
広
が
り
、
最
も
外
部
に

あ
る
国
家
・
社
会
に
至
る
と
い
う
儒
教
的
秩
序
を
擬
し
た
構
成
に
な
っ

て
い
る
。
編
者
は
、
こ
の
よ
う
な
編
集
が
、
中
国
人
の
散
文
に
ふ
さ
わ

し
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
Ⅳ
か
ら
Ⅰ
へ
と
移
る
人
間
関

係
の
親
疎
が
、概
ね
収
録
作
品
数
に
も
反
映
し
て
い
る
（
Ⅰ
：
六
、Ⅱ
：
八
、

Ⅲ
：
九
、
Ⅳ
：
八
）。
た
だ
し
、
こ
の
四
部
構
成
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

微
調
整
が
必
要
で
は
な
い
か
と
愚
考
す
る
。

・
茅
盾
「
故
郷
雑
記
」
は
、
故
郷
の
人
々
を
写
す
た
め
、
Ⅰ
か
ら
Ⅲ

へ
移
動
。

・
瞿
秋
白
「
赤
色
ロ
シ
ア
か
ら
の
帰
途
」
は
、
革
命
の
時
代
精
神
を

反
映
す
る
た
め
、
Ⅱ
か
ら
Ⅰ
へ
移
動
。

・
徐
蔚
南
「
山
陰
道
上
」
は
、異
郷
で
あ
る
浙
江
紹
興
を
描
く
た
め
、

Ⅲ
か
ら
Ⅱ
へ
移
動
。

　

・	

巴
金
「
エ
ル
ケ
の
灯
火
」
は
、
姉
の
死
を
扱
う
た
め
、
Ⅲ
か
ら
Ⅳ
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へ
移
動
。

　

以
上
の
修
正
を
加
え
る
と
、
収
録
作
品
数
は
、
Ⅰ
：
六
、
Ⅱ
：
八
、
Ⅲ
：

八
、
Ⅳ
：
九
、
と
な
る
。

三
、
散
文
の
ス
タ
イ
ル

　

散
文
の
ス
タ
イ
ル
は
、
し
ば
し
ば
テ
ー
マ
と
密
着
し
た
多
様
性
を
持

つ
。
以
下
に
各
篇
ご
と
に
付
さ
れ
た
訳
者
の
「
解
説
」
に
言
及
さ
れ
て

い
る
ス
タ
イ
ル
を
挙
げ
る
。
一
部
、
翻
訳
さ
れ
た
散
文
自
体
か
ら
の
引

用
も
含
む
。

　

・	

魯
迅
に
代
表
さ
れ
る
論
争
的
な
散
文
の
ス
タ
イ
ル
「
雑
文
」
の
系

譜
（
下
出
鉄
男
・
聞
一
多
）。

　

・「
新
聞
記
者
的
」
な
報
告
文
体
（
佐
治
俊
彦
・
瞿
秋
白
）。

　

・	

そ
の
率
直
さ
、
小
説
ら
し
い
構
成
の
な
さ
、
自
伝
と
言
っ
て
も
よ

い
散
文
性
（
佐
治
俊
彦
・
艾
蕪
）。

　

・
伝
統
的
な
詠
物
詩
の
系
譜
（
白
井
重
範
・
鄭
振
鐸
）。

　

・	

抒
情
的
散
文
の
た
め
に
新
た
な
表
現
の
可
能
性
を
切
り
拓
い
た
実

験
作
（
佐
藤
普
美
子
・
何
其
芳
）。

　

・	

中
国
の
白
話
文
学
は
（
中
略
）
徐
志
摩
と
秋
心
の
両
名
が
白
話
文

学
の
駢
儷
体
の
長
所
を
よ
く
示
し
て
い
る
（
廃
名
・
佐
藤
訳
）。

　

以
上
を
ま
と
め
、
さ
ら
に
本
書
の
収
録
作
品
中
、
同
じ
ス
タ
イ
ル
に

属
す
る
と
思
わ
れ
る
作
品
も
加
え
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

①	

雑
文
：
聞
一
多
「
儒
・
道
・
土
匪
に
つ
い
て
」・
丁
玲
「
国
際
女
性
デ
ー

に
思
う
」。

　

②
報
告
文
体
：
瞿
秋
白
（
前
出
）。

　

③
自
伝
：
艾
蕪
「
茅
草
地
に
て
」・
郁
達
夫
「
還
郷
記
」。

　

④	

詠
物
詩
：
鄭
振
鐸
「
海
燕
」・
夏
丏
尊
「
日
本
の
障
子
」・
豊
子
愷

「
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
」。

　

⑤
抒
情
的
散
文
：
何
其
芳
「
弦
」。

　

⑥
駢
儷
体
：
徐
志
摩
「
我
が
心
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
」。

　

④
詠
物
詩
は
散
文
の
対
象
、
⑥
駢
儷
体
は
文
体
そ
の
も
の
の
特
徴
を

指
し
、
散
文
の
ス
タ
イ
ル
と
は
少
し
異
な
る
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
入

れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。「
解
説
」
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
本
書

の
収
録
作
品
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
も
の
も
含
ま
れ

て
い
る
。

　

	

⑦
遊
記
：
茅
盾
・
徐
蔚
南
（
と
も
に
前
出
）。

　

⑧
書
簡
体
：
朱
光
潜
「
人
生
と
自
分
に
つ
い
て
」。

　

⑨
論
説
体
：
費
孝
通
「
復
讐
は
勇
に
非
ず
」。

　

⑩
伝
記
：
老
舎
「
私
の
母
」。

　

⑪	

追
悼
文
：
魯
迅
「
劉
和
珍
君
を
記
念
す
る
」、
廃
名
「
秋
心
（
梁

遇
春
君
）
を
悼
む
」。

　

⑫
小
品
文
：
梁
実
秋
「
雅
舎
」。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
の
収
め
る
散
文
の
ス
タ
イ
ル
は
極
め
て
多
彩

で
、
散
文
の
魅
力
を
十
二
分
に
引
き
出
す
編
集
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
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も
本
書
の
手
柄
に
数
え
上
げ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
本
書
に
は
、
日
記
や
読
書
記
、
特
に
滋
味
豊
か
な
読
書
記
の

ス
タ
イ
ル
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
こ
れ
も
紙
幅
上

や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
一
般
に
は
小
説
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
、
本
書
で
は
、
散
文

と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
（
艾
蕪
（
前
出
）、呉
組
緗
「
薪
」）。
中
国
で
は
、

小
説
と
散
文
の
境
界
は
曖
昧
で
あ
る
。
朱
自
清
「
笑
い
の
歴
史
」
が
散

文
と
見
な
さ
れ
た
り
、
小
説
と
評
さ
れ
た
り
す
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う

な
例
は
決
し
て
珍
し
く
な
い
。
小
説
が
持
つ
記
実
性
の
高
さ
が
、ま
た
、

そ
れ
を
ほ
と
ん
ど
疑
わ
な
い
作
者
・
読
者
の
意
識
が
、
こ
の
曖
昧
さ
を

再
生
産
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ
に
は
歴
史
的
（
小
説
は
歴
史
資
料
）、
現

代
的
（
読
者
に
現
実
を
認
識
さ
せ
る
）
要
因
が
根
深
く
絡
み
合
い
、
こ
の

フ
レ
ー
ム
か
ら
抜
け
出
す
の
は
な
か
な
か
に
容
易
で
は
な
い
。

四
、
散
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

現
代
散
文
の
多
様
な
ス
タ
イ
ル
が
紡
ぎ
だ
す
世
界
に
は
、
独
特
の
風

合
い
を
勝
ち
得
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
つ
と
に
日
本
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
周
作
人
や
豊
子
愷
な
ど
は
、
そ
の
筆
頭
に
数
え
上
げ
ら
れ
よ

う
。
今
回
は
、
こ
の
二
人
以
外
の
逸
品
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
り
拾
い
だ

し
て
み
よ
う
。

　

一
つ
目
は
「
伯
父
さ
ん
の
話
」。
こ
の
語
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
サ
ロ
ー

ヤ
ン
『
僕
の
名
は
ア
ラ
ム
』（
新
潮
文
庫
、二
〇
一
六
年
）
の
柴
田
元
幸
「
訳

者
あ
と
が
き
」に
見
え
る
。「
夢
想
家
だ
っ
た
り
怠
け
者
だ
っ
た
り
、あ
っ

ち
へ
ふ
ら
ふ
ら
こ
っ
ち
へ
ふ
ら
ふ
ら
、
世
の
中
と
致
命
的
に
ず
れ
て
い

る
（
し
か
し
本
人
は
平
気
な
顔
を
し
て
い
る
）」（
二
四
四
頁
）
が
、
子
供
た

ち
に
は
、
た
ま
ら
な
く
魅
力
的
な
、
そ
ん
な
伯
父
さ
ん
の
こ
と
を
記
し

た
話
で
あ
る
。
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「
伯
父
さ
ん
の
話
」
は
、
中
国
現
代
文
学
で
も
脈
々
と
し
て
書
き
継

が
れ
て
い
る
。
魯
迅
「
白
光
」（
モ
デ
ル
が
大
叔
父
）
か
ら
王
安
憶
「
叔

父
さ
ん
の
物
語
」、閻
連
科「
伯
父
の
一
家
」「
私
の
叔
父
」ま
で
。
た
だ
、

多
く
は
歴
史
の
深
刻
さ
に
ま
み
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
な
か
、
飄
々
と
し

た
味
わ
い
を
保
ち
、本
来
の「
伯
父
さ
ん
の
話
」の
面
目
を
伝
え
る
の
が
、

李
広
田
「
花
鳥
お
じ
さ
ん
」
で
あ
る
。
美
し
い
鳥
の
鳴
き
声
が
す
る
と

空
を
仰
ぎ
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
行
方
を
追
っ
て
い
た
り
、
庭
の
楡
の
木

に
営
巣
し
た
カ
サ
サ
ギ
を
家
族
扱
い
し
て
、
楡
の
木
な
ぞ
売
り
払
え
と

言
う
祖
母
の
言
葉
に
、ま
る
で
耳
を
貸
さ
な
か
っ
た
り
（
三
八
〇
、三
八
一

頁
）。
こ
ん
な
胡
乱
で
心
優
し
い
叔
父
さ
ん
が
、
現
代
中
国
文
学
に
も

い
て
く
れ
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
。

　

二
つ
目
は
「
死
」
で
あ
る
。
本
書
収
録
作
品
の
う
ち
、
何
ら
か
の
形

で
「
死
」
に
言
及
す
る
も
の
は
、
魯
迅
、
孫
犁
、
蕭
紅
、
馮
至
、
周
作

人
、
巴
金
、
老
舎
、
凌
叔
華
、
沈
従
文
、
廃
名
、
謝
冰
心
の
一
一
作
に

及
び
、
全
体
の
約
三
分
の
一
が
「
死
」
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
人
が
「
孤
独
」
に
向
き
合
う
と
き
、
好
ん
で
内
な
る
声
を

発
す
る
こ
と
と
関
わ
る
だ
ろ
う
。「
死
」
を
前
に
し
て
、
人
は
「
忘
れ

が
た
い
も
の
を
忘
れ
難
い
が
ゆ
え
に
記
す
」（
蕭
紅
『
呼
蘭
河
伝
』）。
散

文
に
と
っ
て
、
死
は
、
極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
今
、
廃
名
の

み
を
取
り
上
げ
る
。

　

廃
名
（
前
出
）
は
、
年
若
い
友
人
・
梁
遇
春
の
夭
逝
を
悼
む
。
廃
名
は
、

彼
を
根
っ
か
ら
の
詩
人
だ
と
評
し
な
が
ら
、
書
い
て
い
る
の
は
散
文
だ

と
言
い
、
そ
の
作
風
は
、
白
話
文
学
に
お
け
る
駢
儷
体
の
六
朝
文
だ
と

い
う
。
こ
ん
な
自
己
撞
着
が
許
さ
れ
る
の
は
、
廃
名
の
筆
だ
け
だ
ろ
う
。

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
る
。
廃
名
が
彼
の
文
章
を
絶
賛
す
る

と
、
彼
は
他
愛
も
な
く
大
喜
び
し
た
と
い
う
。
そ
の
文
章
と
は
、
飛
行

機
事
故
で
早
世
し
た
徐
志
摩
の
追
悼
文
だ
っ
た
。
彼
は
、
徐
志
摩
が
人

か
ら
タ
バ
コ
の
火
を
も
ら
う
と
き
、K

（ss（ng	T
he	F（re

と
言
っ
た
と
記

す
。
た
ま
ゆ
ら
の
生
の
メ
タ
フ
ァ
が
、
徐
志
摩
か
ら
梁
遇
春
へ
と
引
き

継
が
れ
た
瞬
間
だ
。
廃
名
の
仕
組
む
生
と
死
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
、
読

者
は
思
わ
ず
息
を
呑
む
。

　

以
上
、
本
書
は
、
読
む
ほ
ど
に
興
趣
の
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ

ま
で
中
国
の
現
代
文
学
な
ど
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
方
に
こ
そ
是
非
手
に

取
り
、
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
一
冊
で
あ
る
。

（
ま
つ
う
ら
・
つ
ね
お　

大
阪
市
立
大
学
）


